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お

店

の

火

災

予

防

対

策

で

き

て

い

ま

す

か

―

―

。

東

京

消

防

庁

が

、

飲

食

店

で

の

火

災

に

注

意

を

呼

び

掛

け

て

い

る

。

　

同

庁

の

管

内

で

昨

年

�

～

�

月

に

起

き

た

火

災

を

見

て

み

る

と

、

「

客

席

で

炭

火

を

使

っ

た

焼

肉

を

し

て

い

て

、

炎

が

立

ち

上

が

っ

た

際

に

ダ

ク

ト

内

の

油

か

す

に

着

火

」

「

従

業

員

が

一

人

で

販

売

と

調

理

を

し

て

い

て

、

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

注

文

が

忙

し

く

な

り

�

分

ほ

ど

目

を

離

し

た

す

き

に

揚

げ

物

油

が

過

熱

さ

れ

出

火

」

な

ど

の

事

例

が

あ

っ

た

。

　

対

策

と

し

て

、

排

気

ダ

ク

ト

や

排

気

フ

ー

ド

、

グ

リ

ス

フ

ィ

ル

タ

ー

の

日

常

的

な

清

掃

を

怠

ら

な

い

こ

と

、

火

気

使

用

中

そ

の

場

を

絶

対

に

離

れ

な

い

こ

と

、

消

火

器

を

定

期

的

に

点

検

、

交

換

す

る

こ

と

な

ど

が

大

事

だ

と

同

庁

は

あ

ら

た

め

て

注

意

を

促

し

て

い

る

。

　

特

に

飲

食

店

に

火

災

予

防

対

策

を

呼

び

掛

け

る

リ

ー

フ

レ

ッ

ト

に

つ

い

て

は

、

日

本

語

だ

け

で

な

く

英

語

版

と

中

国

語

版

も

作

り

配

布

し

て

い

る

。

　

警

視

庁

は

２

月

に

「

万

引

き

防

止

広

報

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

」

を

実

施

す

る

。

�

日

ま

で

ポ

ス

タ

ー

（

写

真

）

や

動

画

を

使

い

、

都

内

各

所

で

啓

発

す

る

。

　

万

引

き

は

初

発

型

の

犯

罪

と

い

わ

れ

、

こ

れ

を

く

り

返

す

う

ち

他

の

重

大

な

犯

罪

に

エ

ス

カ

レ

ー

ト

す

る

こ

と

が

あ

る

。

　

ま

た

店

舗

に

経

済

的

損

失

を

与

え

る

う

え

、

「

見

つ

か

っ

て

も

お

金

を

払

え

ば

許

し

て

も

ら

え

る

」

と

本

人

も

周

囲

も

軽

く

考

え

て

し

ま

い

、

社

会

全

体

の

規

範

意

識

の

低

下

に

つ

な

が

り

か

ね

な

い

。

　

警

視

庁

は

警

察

や

自

治

体

だ

け

で

な

く

業

界

団

体

な

ど

と

も

連

携

す

る

「

東

京

万

引

き

防

止

官

民

合

同

会

議

」

を

設

置

し

て

対

策

を

展

開

し

て

お

り

、

東

京

都

商

店

街

振

興

組

合

連

合

会

も

参

画

し

て

い

る

。

　

消

費

税

の

税

率

や

税

額

を

請

求

書

に

正

確

に

記

載

し

保

存

す

る

た

め

の

「

イ

ン

ボ

イ

ス

制

度

」

が

�

月

１

日

か

ら

始

ま

る

。

　

イ

ン

ボ

イ

ス

（

適

格

請

求

書

）

を

発

行

す

る

に

は

事

業

者

登

録

が

必

要

で

、

政

府

は

１

月

�

日

の

関

係

府

省

庁

会

議

で

「

登

録

申

請

は

原

則

３

月

末

ま

で

だ

が

、

９

月

末

ま

で

受

け

付

け

る

」

と

、

柔

軟

に

対

応

す

る

方

針

を

示

す

と

と

も

に

、

早

め

の

申

請

を

呼

び

掛

け

て

い

る

。

　

国

税

庁

に

よ

る

と

、

２

０

２

２

年

�

月

現

在

、

課

税

事

業

者

約

３

０

０

万

者

の

う

ち

約

�

％

（

１

９

９

万

者

）

が

登

録

を

済

ま

せ

て

い

る

。

た

だ

、

法

人

（

約

２

０

０

万

者

）

の

約

�

％

が

登

録

し

た

一

方

、

個

人

（

約

１

０

０

万

者

）

で

は

約

�

％

に

と

ど

ま

り

、

準

備

状

況

に

は

ば

ら

つ

き

が

あ

っ

た

。

　

そ

こ

で

関

係

府

省

庁

会

議

で

は

、

制

度

の

円

滑

な

導

入

に

向

け

、

登

録

申

請

手

続

き

を

柔

軟

化

さ

せ

る

こ

と

に

し

た

。

　

当

初

の

計

画

で

は

、

�

月

１

日

の

ス

タ

ー

ト

に

間

に

合

わ

せ

る

に

は

３

月

末

ま

で

に

申

請

書

を

提

出

し

て

お

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

っ

た

が

、

「

３

月

末

ま

で

の

申

請

が

困

難

な

事

情

」

が

な

く

て

も

４

月

以

降

も

登

録

申

請

で

き

る

こ

と

と

し

た

。

　

政

府

は

今

後

、

制

度

や

申

請

期

限

の

周

知

を

徹

底

す

る

と

と

も

に

、

小

規

模

事

業

者

へ

の

広

報

を

強

化

す

る

と

い

う

。

　

な

お

、

東

京

都

商

店

街

振

興

組

合

連

合

会

で

は

こ

の

ほ

ど

、

冊

子

「

商

店

街

の

た

め

の

イ

ン

ボ

イ

ス

制

度

入

門

」

（

Ｑ

Ｒ

コ

ー

ド

）

を

発

行

し

た

。

　

「

イ

ン

ボ

イ

ス

制

度

と

は

？

」

「

登

録

を

受

け

る

場

合

の

売

手

と

し

て

の

事

前

準

備

は

？

」

な

ど

、

入

門

編

の

解

説

な

ど

を

ま

と

め

て

あ

る

。

　

４

４

０

年

以

上

の

歴

史

が

あ

る

世

田

谷

の

ボ

ロ

市

（

せ

た

が

や

ボ

ロ

市

保

存

会

主

催

）

が

、

コ

ロ

ナ

禍

で

３

年

ぶ

り

に

行

わ

れ

た

。

　

�

月

�

・

�

日

と

１

月

�

・

�

日

の

年

２

回

、

代

官

屋

敷

を

中

心

と

し

た

ボ

ロ

市

通

り

で

開

か

れ

る

伝

統

行

事

で

、

都

の

指

定

無

形

民

俗

文

化

財

。

　

期

間

中

は

古

着

や

骨

董

品

、

雑

貨

な

ど

約

６

０

０

の

露

店

が

並

び

、

東

急

世

田

谷

線

の

世

田

か

み

ま

ち

谷

駅

と

上

町

駅

の

周

辺

は

１

日

に

お

よ

そ

�

万

人

も

の

人

出

で

に

ぎ

わ

う

。

　

今

回

は

、

江

戸

時

代

の

見

回

り

を

再

現

し

た

、

５

年

に

１

度

の

「

代

官

行

列

」

も

実

施

。

日

曜

だ

っ

た

１

月

�

日

は

、

当

時

の

装

束

を

身

に

着

け

た

約

�

人

が

練

り

歩

く

行

列

を

一

目

見

よ

う

と

す

る

人

た

ち

で

あ

ふ

れ

た

（

写

真

）

。

　

昨

年

�

月

�

～

�

日

、

渋

谷

駅

と

代

々

木

公

園

を

つ

な

ぐ

公

園

通

り

に

期

間

限

定

で

、

折

り

畳

み

ス

マ

ホ

型

の

ベ

ン

チ

が

登

場

し

、

話

題

に

な

っ

た

（

写

真

）

。

　

座

っ

て

ス

マ

ホ

を

操

作

し

た

り

、

休

憩

し

た

り

す

る

空

間

を

提

供

し

よ

う

と

、

渋

谷

公

園

通

商

店

街

振

興

組

合

と

、

ス

マ

ホ

の

世

界

的

ブ

ラ

ン

ド

・

ギ

ャ

ラ

ク

シ

ー

が

企

画

し

た

。

　

テ

ー

マ

は

、

「

渋

谷

を

も

っ

と

、

歩

き

や

す

く

」

「

歩

き

ス

マ

ホ

よ

り

、

座

り

ス

マ

ホ

し

よ

う

」

。

通

り

の

街

路

灯

に

は

、

ベ

ン

チ

と

お

そ

ろ

い

の

デ

ザ

イ

ン

の

フ

ラ

ッ

グ

も

掲

げ

ら

れ

た

。

　

企

画

の

背

景

に

は

「

ウ

ォ

ー

カ

ブ

ル

シ

テ

ィ

渋

谷

計

画

」

が

あ

る

。

策

定

し

た

の

は

、

組

合

を

中

心

に

行

政

や

地

域

団

体

、

民

間

事

業

者

が

連

携

し

２

０

２

１

年

に

設

立

し

た

「

渋

谷

公

園

通

り

協

議

会

」

だ

。

　

ウ

ォ

ー

カ

ブ

ル

と

は

、

「

居

心

地

が

良

く

歩

き

た

く

な

る

ま

ち

な

か

」

と

い

う

ま

ち

づ

く

り

の

方

向

性

で

、

２

０

１

９

年

に

国

土

交

通

省

が

提

唱

し

た

。

こ

れ

に

賛

同

し

、

積

極

的

に

取

り

組

む

自

治

体

は

「

ウ

ォ

ー

カ

ブ

ル

推

進

都

市

」

と

し

て

認

定

さ

れ

る

。

渋

谷

区

も

そ

の

一

つ

だ

。

　

ス

マ

ホ

型

ベ

ン

チ

は

、

か

ね

て

「

一

休

み

で

き

る

場

所

が

少

な

い

」

「

歩

く

所

が

狭

い

」

と

い

っ

た

声

が

来

街

者

か

ら

寄

せ

ら

れ

て

い

た

と

こ

ろ

、

折

り

畳

め

る

ス

マ

ホ

の

デ

ザ

イ

ン

を

生

か

そ

う

と

企

画

。

フ

ラ

ッ

グ

広

告

は

都

の

屋

外

広

告

物

条

例

で

規

制

が

あ

る

が

、

東

京

都

商

店

街

振

興

組

合

連

合

会

の

自

主

審

査

会

の

基

準

を

ク

リ

ア

し

実

現

し

た

。

　

設

置

期

間

が

「

青

の

洞

窟

」

と

い

う

イ

ル

ミ

ネ

ー

シ

ョ

ン

イ

ベ

ン

ト

に

重

な

っ

た

こ

と

も

あ

り

、

利

用

す

る

人

の

姿

も

多

く

見

ら

れ

、

組

合

員

か

ら

も

「

良

い

取

り

組

み

だ

」

と

好

評

だ

っ

た

と

い

う

。

あ

き

ひ

こ

　

早

川

聡

彦

副

理

事

長

も

「

今

回

は

組

合

の

滞

留

空

間

構

想

と

う

ま

く

リ

ン

ク

し

て

、

良

い

社

会

実

験

に

な

っ

た

」

と

手

応

え

を

語

る

。

今

後

に

つ

い

て

も

「

常

設

の

ベ

ン

チ

を

設

置

し

た

い

し

、

荷

さ

ば

き

ス

ペ

ー

ス

の

活

用

も

し

た

い

。

公

園

通

り

を

ど

う

ウ

ォ

ー

カ

ブ

ル

に

デ

ザ

イ

ン

す

る

か

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

も

開

き

た

い

」

と

ア

イ

デ

ア

が

尽

き

な

い

様

子

だ

っ

た

。

　

日

本

政

府

観

光

局

（

Ｊ

Ｎ

Ｔ

Ｏ

）

が

１

月

�

日

に

発

表

し

た

推

計

で

、

２

０

２

２

年

の

訪

日

外

客

数

が

年

間

で

計

３

８

３

万

１

９

０

０

人

と

な

っ

た

こ

と

が

分

か

っ

た

。

�

月

は

１

３

７

万

人

で

、

�

月

の

�

万

４

５

０

０

人

か

ら

約

１

・

５

倍

に

。

コ

ロ

ナ

禍

で

１

０

０

万

人

を

超

え

る

月

が

あ

っ

た

の

は

２

０

２

０

年

２

月

以

来

の

こ

と

。

　

日

本

で

は

昨

年

、

６

月

か

ら

観

光

目

的

の

入

国

受

け

入

れ

が

段

階

的

に

緩

和

さ

れ

、

�

月

か

ら

個

人

旅

行

も

本

格

的

に

再

開

さ

れ

た

こ

と

で

、

�

月

以

降

、

顕

著

な

回

復

傾

向

が

見

ら

れ

た

。

　

韓

国

か

ら

の

大

幅

増

や

タ

イ

、

米

国

な

ど

か

ら

の

回

復

基

調

が

�

月

の

訪

日

外

客

数

を

押

し

上

げ

る

要

因

と

な

っ

た

。

　

た

だ

、

コ

ロ

ナ

前

２

０

１

９

年

の

訪

日

外

客

数

が

年

間

３

１

８

８

万

２

０

４

９

人

だ

っ

た

こ

と

と

比

べ

る

と

、

�

年

の

３

８

３

万

１

９

０

０

人

は

、

ま

だ

１

割

程

度

に

と

ど

ま

っ

て

い

る

。


